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相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 
とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 
報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 
豊かな相馬をきずこう。 
ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくリに 

一人一人の力をかたむけよう。 

希望する子ども•妊婦へ放射線積算 

線量計（ガラスバッジ）を配付します 
今後の健康管理を目的として、日常生活の放射線量を個人ごとに測 

定するガラスバッジを、下記対象者のうち希望する方に配付します。 

ご希望の方はお申し込みください。 

【通知方法】 

「ガラスバッジ配付の案内•同意書兼申込書」は、市立小中学校、 

市立幼稚園、保育園を通じ、8月下旬に配布予定です。 

私立幼稚園、在宅乳幼児、妊婦の方には、保健センターから個人通 

知します。 

•対象者 

対象区分 
担当課 

問い合わせ先 

®小学校1年生〜中学校3年生 学校教育課 
(S 37-2185) ®市立幼稚園児 

学校教育課 
(S 37-2185) 

®私立幼稚園•保育園児 

保健センタ一 

(S 35-4477) 

® © ©以外で、平成17年4月2日〜平成23年 
8月31日生まれの乳幼児 保健センタ一 

(S 35-4477) ®出産予定日が平成24年1月1日以降で、平成 
23年8月31日までに母子健康手帳の交付を受け 
ている妊婦 

保健センタ一 

(S 35-4477) 

※県内居住者は対象となリますが、県外居住者は対象となりません。 

• 実 施 期 間 1 0 月 〜 1 2 月 の 3 力 月 間 

參測定方法実施期間中、ガラスバッジを着用し測定 

•申込方法『積算線量計使用に関する同意書兼申込書』を上記表の 

担当課に提出してください。 

※転入などによリ案内が届かない方は、担当課へお問い合わせくださ 

い。 

• 申 込 期 限 9 月 2 日 （ 金 ） ま で 
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東
日
本
大
震
災
義
援
金
の 

2
次
配
分
を
支
給
し
ま
す 

日
本
赤
十
字
社
な
ど
の
国
義
援|

 

金
お
よ
び
県
義
援
金
の
1
次
配
分 

を
申
請
し
た
方
に
は
、
新
た
な
手 

続
き
不
要
で
2
次
配
分
の
義
援
金|

 

を
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
一 

ま
た
、
市
で
は
2
次
追
加
配
分
一 

の
国
義
援
金
や
今
後
配
分
さ
れ
る 

予
定
の
義
援
金
を
順
次
指
定
の
ロ | 

座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

広
報
紙
や
市
の
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ 

に
送
金
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま 

す
の
で
、
通
帳
記
帳
に
て
入
金
の 

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

•
2
次
配
分
の
義
援
金
額 

•
死
亡
.
行
方
不
明
•
全
壊=

国 

5
6
万
円
、
県2

万
円 

※
行
方
不
明
の
方
は
必
要
な
調
査 

完
了
後
に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。 

•
半
壊
=
国
2
8
万
円
、
県
5
万
円 

•
2
次
追
加
配
分
の
義
援
金
額 

(

国
の
み) 

•
死
亡
•
行
方
不
明
•
全
壊
！
7 

5 

8
0
8
円 

※
行
方
不
明
の
方
は
必
要
な
調
査 

完
了
後
に
振
込
み
と
な
り
ま
す
。 

•
半
壊
=
3
7
、
9
0
4
円 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

(

§
3
^
2
1
7
1) 

震
災
被
害
に
よ
る
所
得
税 

の
還
付
•
軽
減
の
個
別
相
談 

相
馬
税
務
署
で
は
、
東
日
本
犬 

震
災
で
住
宅
や
家
財
•
自
動
車
な 

ど
に
被
害
を
受
け
た
方
の
所
得
税 

の
還
付
や
軽
減
に
つ
い
て
の
個
別 

相
談(

申
告
書
の
作
成)

を
次
に 

よ
り
行
い
ま
す
。 

•
平
成
m
年
分
確
定
申
告
に
さ
か 

の
ぼ
っ
て
還
付•

軽
減
を
受
け
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

•
給
与
所
得
者
の
方
が
勤
務
先
の 

年
末
調
整
に
よ
っ
て
還
付
.
軽
減 

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の 

で
、
こ
の
個
別
相
談
を
ご
利
用
く 

だ
さ
い
。 

•
相
談
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前 

に
電
話
で
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

•
期
間
8
月
2
3
日(

火)
〜

U 

月
2
9
日(

火)

9
時〜

比
時 

※
土 
•
日
曜
.
祝
日
を
除
く
。 

•
場
所
中
村
字
塚
ノ
町
6 
5 

1
6
振
興
ビ
ル
6
階
•
第
2
会 

議
室 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
税
務
署 

S
3
6
3
1
1
1)

 

※
電
話
の
音
声
案
内
に
従
い
、 

「

2」

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
、 

「

震
災
相
談
の
予
約」

と
お
話 

し
く
だ
さ
い
。 



資源物は洗って 
乾かしてから 

市では、ごみのリサイクル推 

進のため「ブラ容器•発混トレ 

イ」の資源物収集をしています。 

しかし、食品が付着したまま、 

洗わずに出されているものが見 

受けられます。 

せっか<回収しても汚れたま 

までは資源化できませんので、 

「ブラ容器•発泡卜レイ」は洗っ 

て乾かしてから出すようお願い 

いたします。 

書問い合わせ先 

生活環境課(S3 7 - 2 1 4 3) 

H23. 8.15広報そうま© 

J 
A
組
合
員
以
外
の
農
業
者
へ
の 

原
子
力
損
害
賠
償
仮
払
補
償
金
の
手
続
き 

東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
事 

故
に
伴
い
、
農
業
者
へ
の
仮
払
補 

償
金
の
手
続
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

_
受
付
日
v
s
月
的
曰(

月)
 

• 
9
月
1
日(

木)
v
o
i

月
5
日 

(

月)
 

•
受
付
時
間
1
0
時〜

1
5
時 

•
受
付
会
場
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
丨「

は
ま
な
す
館」

2
階.

第 

2
会
議
室 

※
記
人
書
類
の
配
布
、
提
出
の
受 

付
も
行
い
ま
す
。 

•
対
象
者
農
業
者
で
J
A
そ
ぅ 

ま
な
ど
の
団
体
を
通
じ
て
請
求
さ 

れ
る
方
以
外
の
皆
様 

※
J
A
そ
ぅ
ま
申
請
分
は
別
に
対 

応
し
ま
す
。 

•
お
支
払
い
の
対
象 

政
府
に
よ
る
出
荷
制
限
指
示
、 

ま
た
は
柚
方
公
共
団
体
な
ど
に
よ 

る
出
荷
や
自
粛
要
請
な
ど
が
あ
つ 

た
区
域
で
、
出
荷
制
限
指
示
な
ど 

の
対
象
品
目
と
な
り
農
業
者
が 

被
つ
た
営
業
損
害 

•
記
入
書
類
の
請
求
先(

受
付
会 

場
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方)

 

東
京
電
力g

福
島
原
子
力
補
償 

相
談
室(

コ
j
ル
セ
ン
タ
丨) 

•
電 

S
S

 
番
h
j
-
0
1
2
0 

9
2 

6 

4 
o 
4 

D
V
受
M
時
問
9
時〜

2
1
時 

※
必
要
事
項
を
ご
記
人
い
た
だ
き
、 

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
と
な 

り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•
東
京
電
力
_
福
島
原
子
力
補
償 

相
談
室(

コ
^
ル
セ
ン
タ
ー)(

s 

o 
1 

2 
o 

9 
2 
6 

4
〇
4〕

 

•
市
農
林
水
産
課(

S
M
2
1
4 

7) 

震
災
に
よ
る 

建
物
滅
失
登
記 

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ 

り
倒
壊•
流
失
し
た
建
物
の
滅
失 

登
記
に
つ
い
て
は
、
福
島
地
方
法 

務
局
が
早
期
に
滅
失
登
記
を
行
い 

ま
す
。 

本
来
、
建
物
が
流
失
•
倒
壊
し 

た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
建
物
所 

有
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
滅
失 

登
記
を
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
ま 

す
が
、
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図 

る
も
の
で
す
。 

被
災
地
の
建
物
の
現
況
を
登
記 

記
録
に
反
映
さ
せ
、
速
や
か
な
復 

旧•

復
興
に
役
立
ち
た
い
と
考
え 

て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
全
地
域 

に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
現
地
調 

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

春
調
査
期
間
n
月
末
頃
ま
で 

•
調
査
場
所
市
内
全
地
域 

攀
調
査
担
当
福
島
地
方
法
務
局 

か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者 

•
調
査
方
法
建
物
の
外
側
か
ら 

判
断
し
ま
す
が
、
所
有
者
の
意
向 

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、 

面
談
な
ど
に
よ
る
調
査
を
行
ぅ
こ 

と
が
あ
り
ま
す
。 

•
通
知
滅
失
登
記
を
行
っ
た
と 

き
は
、
そ
の
旨
を
建
物
の
所
有
者 

(

登
記
簿
上
の
所
有
者)

に
通
知 

し
ま
す 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
地
方
法 

務
局
不
動
産
登
記
部
門
滅
失
登 

記
等
作
業
総
括
事
務
局(

§
3
0
2 

4
1 

-
5
3
4 
'
2
0
4
8 

担
当 

卩
船
山•

渡
邊) 

働
き
た
い
！
あ
な
た
の 

就
職
を
応
援
し
ま
す 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
丨 

で
は
、
県
内
に
就
職
希
望
す
る
方 

を
対
象
に
就
職
情
報
の
提
供
や
相 

談
を
行
つ
て
い
ま
す
。
就
職
に
関 

す
る
悩
み
に
、
専
門
の
相
談
員
が 

き
め
細
や
か
に
対
応
し
ま
す
： 

•
内
容 

®
県
内
企
業
の
求
人
情
報
を
紹
介 

©
各
種
セ
ミ
ナ
丨•

職
業
訓
練
情 

報
の
提
供 

®
生
活
資
金
情
報
•
住
居
情
報
の 

提
供 

•
南
相
馬
窓
口
南
相
馬
市
原
町 

区
南
町
ー
1
松
本
ビ
ル
2
階 

•
開
館
時
間
月
曜
曰〜

土
曜
曰 

1
0
時〜

1
9
時 

※
日
曜
日
、
祝
日
、
1
2
月
ぶ
日〜

 

1
月
3
曰
の
年
末
年
始
は
休
館 

•
問
い
合
わ
せ
先
ふ
く
し
ま
就 

職
応
援
セ
ン
タ
丨
南
相
馬
窓
口 

(

s
?
3
1
2
3
9)

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

古
本
を
お
譲
リ
し
ま
す 

図
書
館
で
は
、
本
の
有
効
活
用 

を
図
る
た
め
、
古
く
な
つ
た
本
や 

図
書
館
に
同
じ
も
の
が
す
で
に
あ 

る
本
を
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。 

振
興
ビ
ル
ー
階
の
市
民
サ
ロ
ン 

に
並
べ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ぅ 

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
図
書
館(

S 

3
7
2
6
3
0)

 

9
月
か
ら
通
常
体
制 

市
役
所
の
開
庁
曰
が
変
更 

に
な
リ
ま
す 

現
在
、
市
役
所
は
土
曜
•
•
祝 

祭
日
に
開
庁
し
て
お
り
ま
す
が
、 

9
月
か
ら
通
常
時
の
体
制
と
し
、 

平
日
開
庁
、
土 
ロ
祝
祭
日
は
閉
庁 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
震
災
に
関
連
す
る
業
務 

に
つ
い
て
は
、
対
応
で
き
る
体
制 

を
整
え
て
お
り
ま
す
： 

•
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課(

S 

3
7
2
1
2
0)

 



>団地名：県営小野団地 

>住所：小野字金谷台269 - 2 

※入居開始予定は9月です。 

※ぺットの飼育は不可です。 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 8.15 

參団地名：雇用促進団地黒木第1宿舎 

•住所：黒木字高池7 2 - 1 

タイプ 戸数 

2K (6畳、4.5畳、台所、風呂、水洗卜イレ） 
リフォーム済み：5階のみ 

5戸 
予定 

2K (6畳、4.5畳、台所、風呂、水洗卜イレ） 
照明器具無し：3階、4階 

10戸 
予定 

※ぺットの飼育は不可です。駐車場はありません。 

※この他に空き室が出れば提供する予定です。 

タイプ 戸数 

3DK (2 階） 1戸 

2DK (2階)、エレべ一タ付 1戸 

•
入
居
期
間
入
居
期
間
は
原
則 

1
年
で
す
。
た
だ
し
、
特
別
の
事 

情
が
あ
る
場
合
は
、
6
力
月
延
長 

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、 

最
長
2
年
。 

•
入
居
に
か
か
る
費
用
家
賃
は 

無
料
で
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、 

1
台
の
み
無
料
で
す
。
た
だ
し
、 

電
気•

水
道•

ガ
ス
な
ど
の
光
熱 

水
費
、
共
益
費
、
自
治
会
費
な
ど 

は
入
居
者
負
担
で
す
。 

ま
た
、
退
去
時
の
修
繕
費
用
に 

つ
い
て
も
入
居
者
負
担
で
す
。 

春
申
込
方
法 

「

県
営
住
宅
等
一
時
使
用
許
可 

申
請
書」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

畚
受
付
期
間
8
月
ぶ
日(

金)
 

〜

9
月
1
日(

木)
 

•
提
出
場
所
建
築
課(

庁
舎
2 

階)
 

•
入
居
者
選
定
方
法 

1
.
入
居
は
、「

優
先
者」

r

一 

般 

者」

の
順
と
し
ま
す
。 

2
.
後
日
当
選
者
に
通
知
し
ま
す
。 

3
.
辞
退
者
が
い
れ
ば
、
次
点
の 

候
補
者
が
繰
り
上
げ
当
選
と
な
り 

ま
す
。 

參
留
意
事
項 

•
部
屋
の
仕
様
な
ど 

照
明
器
具
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
エ 

ア
コ
ン(

1
台)

は
用
意
し
て
あ 

り
ま
す
。 

※
入
居
さ
れ
る
方
は
、「

住
宅
の 

応
急
修
理
制
度」

を
受
け
る
こ 

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了 

承
く
だ
さ
い
。 

応
急
仮
設
住
宅(

県
営
住
宅 

型)

の
入
居
申
込
方
法
や
入
居
者 

の
選
定
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

•
基
本
方
針 

•
優
先
者(

妊
婦
、
4
歳
以
下
の 

子
供
が
い
る
方
、
身
体
障
が
い
者
、 

7
5
歳
以
上
の
方)

が
優
先
的
に
入 

居
で
き
る
よ
ぅ
に
し
ま
す
。 

•
入
居
で
き
る
方 

•
使
用
許
可
対
象
世
帯
は
、
伊
達 

市
、
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、
大
熊 

町
、
浪
江
町
、
椹
葉
町
、
広
野
町
、 

川
内
村
お
よ
び
双
葉
町
民
の
世
帯 

と
し
ま
す
。 

•
次
の
2
項
目
に
該
当
し
、
自
ら 

の
資
力
で
住
宅
を
得
る
こ
と
が
で 

き
な
い
世
帯
と
し
ま
す
。 

1
.
大
震
災
に
よ
り
住
家
が
全
壊
、 

全
焼
ま
た
は
流
出
し
、
居
住
す
る 

住
家
が
な
い
世
帯 

2
.
原
子
力
事
故
に
よ
る
避
難
指 

示
が
出
て
い
る
地
域
内
か
ら
の
避 

難(

長
期
に
わ
た
り
自
ら
の
住
家 

に
居
住
で
き
な
い)

世
帯 

※
被
災
者
で
、
既
に
応
急
仮
設
住 

宅
や
雇
用
促
進
住
宅
に
入
居
さ 

れ
て
い
る
方
は
申
し
込
み
で
き 

ま
せ
ん
。 

ま
す
が
、
通
常
の
使
用
を
超
ぇ
る 

破
損
な
ど
に
つ
い
て
は
入
居
者
負 

担
と
な
り
ま
す
。 

※
ご
み
出
し
や
自
治
会
清
掃
活
動 

な
ど
団
地
内
の
生
活
上
の
ル
丨 

ル
を
守
つ
て
い
た
だ
く
こ
と
に 

な
り
ま
す
。 

畚
申
込
方
法 

「

雇
用
促
進
団
地
住
宅
入
居
申 

請
書」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
受
付
期
間
8
月2

日(

金)
 

〜

9
月
1
日(

木)
 

參
提
出
場
所
建
築
課(
庁
舎
2 

階) 

〔

応

急

仮

設

住

宅

(

県

営

住

宅

型

)

へ

の

入

居

者

募

集

U 

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
の
再
募
集 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
向
け 

雇
用
促
進
住
宅
の
再
募
集
に
つ
い 

て
、
入
居
申
込
方
法
や
入
居
者
の 

選
定
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま 

す
。
な
お
、
今
回
募
集
す
る
住
戸 

は
風
呂
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
も
利
用
で 

き
ま
す
。 

•
基
本
方
針 

•
相
馬
市
に
住
所
を
有
す
る
方 

•
優
先
者(

妊
婦
、
4
歳
以
下
の 

子
供
が
い
る
方
、
身
体
障
が
い
者
、 

7
5
歳
以
上
の
方)

が
優
先
的
に
入 

居
で
き
る
よ
ぅ
に
し
ま
す
。 

•
入
居
で
き
る
方 

•
災
害
救
助
法
の
指
定
区
域
に
居 

住
す
る
方
で
あ
っ
て
、
か
つ
地
震 

の
影
響
で
住
宅
に
居
住
で
き
な
く 

な
っ
た
方 

•
福
島
第
一
•
第
二
原
子
力
発
電 

所
の
事
故
当
時
、
福
島
県
に
居
住 

し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
避
難
者 

暴
入
居
期
間
最
長
で
平
成
ぶ
年 

3
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

參
入
所
に
か
か
る
費
用
家
賃
は 

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
共
益
費
お 

よ
び
電
気
.
水
道•

ガ
ス
な
ど
の 

使
用
料
は
入
居
者
負
担
。
退
去
に 

伴
う
補
修
費
は
原
則
免
除
と
な
り 

建
築
課(

3
^
2
1
7
9)

 

： 

, 
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8
月
人
事
異
動
一 

相
馬
市 

今
回
の
異
動
は
、
東
曰
本
大
震 

災
を
ふ
ま
え
、
復
旧
.
復
興
の
た 

め
、
必
要
最
低
限
に
実
施
し
ま
し 

た
。 退

職
者
補
先
の
観
点
か
ら
新
た 

に
部
長
職
に
3
人
、
課
長
職
に
5 

人
を
登
用
、
4
月
ー
日
付
で
新
規 

に
8
人
採
用
し
ま
し
た
。 

総
数
で
は
3
名
の
減
員
を
は
か 

り
、
恥
件
の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。 

(
)

は
旧
任 

《

部
長》

 

_
市
長
部
局 

•
保
健
福
祉
部
長(

総
務
課
長)

 

星
光
•
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏 

組
合
派
遣(

保
健
福
祉
部
長)

佐 

藤I

弘
•
相
馬
地
方
広
域
水
道
企 

業
団
派
遣(

教
育
委
員
会
生
涯
学 

習
課
長)

荒
政
明 

•
教
育
委
員
会 

•
生
涯
学
習
部
長(

企
画
政
策
課 

長)

渡
部
卓 

•
議
会
事
務
局 

•
議
会
事
務
局
長(

相
馬
地
方
広 

域
水
道
企
業
団
事
務
局
長)

長
沢 

宏
昌 

《

課
長》

 

•
市
長
部
局 

•
総
務
課
長
兼
地
域
防
災
対
策
室 

長(

財
政
課
長)

宮
崎
富
由
•
財 

政
課
長(

社
会
福
祉
課
長)

持
舘 

直
正
•
企
画
政
策
課
長(

健
康
福 

祉
課
長)

谷
津
田
政
弘
•
社
会
福 

祉
課
長(

社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼 

児
童
家
庭
係
長)

齋
藤
典
雄
•
健 

康
福
祉
課
長(

税
務
課
主
幹•

課 

長
補
佐
兼
税
制
係
長)

島
和
夫
• 

商
工
振
興
課
長(

健
康
福
祉
課
主 

幹
•
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係 

長)

佐
藤
栄
喜
！ 

>

相
馬
方
部
衛
生 

組
合
派
遣(

商
工
振
興
課
長)

横 

山
究
•
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業 

団
派
遣(

監
査
委
員
事
務
局
長) 

渡
部
昭I

 

•
教
育
委
員
会 

•
生
涯
学
習
課
長(
ス
ポ
j
ッ
振 

興
課
主
幹
•
課
長
補
佐
兼
管
理
係 

長)

坂
本
郁
雄I 

>

図
書
館
長(

図 

書
館
主
幹
•
館
長
補
佐
兼
奉
仕
係 

長)

千
枝
章！

 

•
監
査
委
員
事
務
局 

•
監
査
委
員
事
務
局
長(

相
馬
地 

方
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課
長)

 

寺
島
昭I

 

《

課
長
相
当
職》

 

參
市
長
部
局 

•
税
務
課
主
幹•

課
長
補
佐
兼
税 

制
係
長(

出
張
所
主
幹
•
磯
部
出 

張
所
長
併
任
•
磯
部
公
民
館
長)

 

小
山
典
男
•
税
務
課
主
幹
.
課
長 

補
佐
兼
市
民
税
係
長(

税
務
課
長 

補
佐
兼
市
民
税
係
長)

神
戸
伸I 

•
情
報
政
策
課
主
幹•

課
長
補
佐 

兼
シ
ス
テ
ム
運
用
係
長(

会
計
課 

長
補
佐
兼
審
査
係
長)

原
史
朗
• 

出
張
所
主
幹•

山
上
出
張
所
長
併 

任•

山
上
公
民
館
長(

保
健
セ
ン 

タ
丨
次
長
兼
予
防
係
長)

佐
藤
吉 

典 •
教
育
委
員
会 

•
総
務
課
主
幹•

課
長
補
佐
兼
施 

設
係
長(

総
務
課
長
補
佐
兼
施
設 

係
長)

田
中
昭
美
•
生
涯
学
習
課 

主
幹(

生
涯
学
習
課
長
補
佐)

橋 

本
博
幸
•
図
書
館
主
幹•

館
長
補 

佐
兼
奉
仕
係
長(

愛
育
園
次
長
兼 

庶
務
係
長)

遠
藤
孝
•
市
民
会
館 

主
幹•

館
長
補
佐(

市
民
会
館
主 

幹
•
館
長
補
佐
兼
業
務
係
長)

荒 

川
仁
親 

•
農
業
委
員
会
事
務
局 

•
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹•

次 

長
兼
農
業
振
興
係
長(

農
業
委
員 

会
事
務
局
次
長
兼
農
業
振
興
係 

長)

村
上
武
光 

《
課
長
補
佐》

 
•
市
長
部
局 

•
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
児
童
家 

庭
係
長(

生
涯
学
習
課
主
任
主
査 

兼
生
涯
学
習
係
長)
桑
折
克
弘
• 

健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉 

係
長(

税
務
課
主
任
主
査
兼
収
衲 

係
長)

半
谷
和
宏|>

愛
育
園
次
長 

兼
指
導
係
長(

愛
育
園
主
任
主
査 

兼
指
導
係
長)

岡
田
泰
子
•
保
健 

セ
ン
タ
丨
次
長(

保
健
セ
ン
タ
丨 

主
任
主
査
兼
健
康
増
進
係
長)

佐 

藤
久
江
•
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼 

水
産
振
興
係
長(

地
域
防
災
対
策 

室
主
任
主
査
兼
消
防
防
災
係
長) 

伊
東
博
之
•
商
工
振
興
課
長
補
佐 

兼
地
域
振
興
係
長(

商
工
振
興
課 

長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長)

佐
藤 

雄I

•
観
光
物
産
課
長
補
佐
兼
観 

光
係
長(

観
光
物
産
課
長
補
佐) 

齋
藤
秀
浩
•
会
計
課
長
補
佐
兼
審 

査
係
長(

保
険
年
金
課
主
任
主
査 

兼
国
民
健
康
保
険
係
長)

四
栗
和 

広 •
教
育
委
員
会 

•
ス
ポ
丨
ッ
振
興
課
長
補
佐
兼
管 

理
係
長(

農
林
水
産
課
長
補
佐
兼 

水
産
振
興
係
長)

太
田
昌
彦 

《

課
長
補
佐
相
当
職》

 

•
市
長
部
局 

•
保
険
年
金
課
主
任
主
査
兼
国
民 

健
康
保
険
係
長(

生
活
環
境
課
主 

任
主
査
兼
市
民
生
活
係
長)

村
井 

智I

•
保
健
セ
ン
タ
丨
主
任
主
査 

兼
予
防
係
長(

商
工
振
興
課
主
任 

主
査
兼
地
域
振
興
係
長)

渡
部
賢 

治 

《

係
長》

 

•
市
長
部
局 

•
地
域
防
災
対
策
室
消
防
防
災
係 

長(

観
光
物
産
課
観
光
係
長)

古 

市
浩
次
•
税
務
課
収
衲
係
長(

農 

業
委
員
会
事
務
局
主
査)

川
村
大 

志
•
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
長 

(
社
会
福
祉
課
主
査)

佐
藤
英
樹 

i

 

.
愛
育
園
庶
務
係
長(

都
市
整
備 

課
主
査)

大
井
雅
弘
•
保
健
セ
ン 

|

タ
丨
健
康
増
進
係
長(

保
健
セ
ン 

タ
丨
主
任
保
健
師)

若
松
由
美
子 

•
商
工
振
興
課
商
工
労
政
係
長 

(

総
務
課
主
査)

落
合
武
志 

•
教
育
委
員
会 

•
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長 

(

生
活
環
境
課
主
査)

佐
々
木
康 

I

 

•
市
民
会
館
業
務
係
長(

相
馬 

一
地
方
広
域
水
道
企
業
団
施
設
課
施 

設
管
理
係
長)

森
茂 

《

係
員
な
ど》

 

•
市
長
部
局 

•
総
務
課
主
査(

税
務
課
主
査)

 

奥
山
大
V
相
馬
地
方
広
域
水
道
企 

業
団
人
事
交
流
派
遣(

健
康
福
祉 

課
主
査)

鈴
木
洋
平
•
財
政
課
主 

査(

税
務
課
主
事)

遠
藤
学
•
財 

政
課
主
査(

財
政
課
主
事)

菅
野 

大
亮
•
税
務
課
主
査(

農
林
水
産 

課
主
査)

佐
々
木
国
秀
•
市
民
課 

主
査(

情
報
政
策
課
主
査)

天
野 

昭
光
•
市
民
課
主
査(

市
民
課
主 

事)

齊
藤
真
弓
•
保
険
年
金
課
主 

査(

後
期
高
齢
派
遣)

(

税
務
課 

主
査)

鈴
木
佑
介
•
生
活
環
境
課 

主
査(

建
築
課
主
査)

阿
部
浩
宗 

•
環
境
公
園
課
主
査(

教
育
委
員 

会
総
務
課
主
査)

谷
津
田
香
織
> 

健
康
福
祉
課
主
査(

図
書
館
主 

査)

齊
藤
幸
江I

.

健
康
福
祉
課
主 

査(

健
康
福
祉
課
主
事)

佐
藤
訓 

(

次
の
ぺ
丨
ジ
へ)
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•
農
林
水
産
課
主
査(

社
会
福
祉 

課
主
査)

杉
晴
香
•
農
林
水
産
課 

主
査(

人
事
交
流)

(

相
馬
地
方 

広
域
水
道
企
業
団
大
野
台
浄
水
場 

浄
水
係
技
師)

米
倉
利
宗
•
土
木 

課
主
査(

土
木
課
技
師)

菅
野
直 

哉
•
建
築
課
主
査(
保
険
年
金
課 

主
査(

後
期
高
齢
派
遣)

)

新
妻 

暁
生
•
下
水
道
課
主
査(
会
計
課 

主
査)

大
概
千
恵
•
下
水
道
課
主 

査(

下
水
道
課
技
師)

荒
貴
志 

•
会
計
課
主
査(

農
林
水
産
課
主 

査)

廣
畑
幸
枝
•
税
務
課
主
事(

総 

務
課
主
事)

高
野
友
洋
•
税
務
課 

主
事(

総
務
課
主
事)

吉
田
絵
理 

子
•
社
会
福
祉
課
主
事(

総
務
課 

主
事)

金
沢
彩
番
•
社
会
福
祉
課 

主
事(

総
務
課
主
事)

寺
島
隆
太 

•
農
林
水
産
課
主
事(

税
務
課
主 

事)

佐
伯
智| 
•
観
光
物
産
課
主 

事(

総
務
課
主
事)

小
泉
沙
織
V 

都
市
整
備
課
主
事(

保
険
年
金
課 

主
事)

加
藤
功
嗣
•
建
築
課
主
事 

(

ス
ポ
丨
ッ
振
興
課
主
事)

早
田 

洋
平
•
建
築
課
主
事(

総
務
課
主 

事)

郡
央
任
•
土
木
課
技
師(

総 

務
課
技
師)

日
下
陽
介 

•
教
育
委
員
会 

•
図
書
館
主
査(

環
境
公
園
課
主 

査)

井
口
久
美
•
玉
野
小
学
校
主 

任
調
理
師(

磯
部
中
学
校
主
任
調 

理
師)

遠
藤
晴
美
•
磯
部
中
学
校 

主
任
調
理
師(

中
村
第
一
一
中
学
校 

主
任
調
理
師)

久
田
た
き
子 

着
農
業
委
員
会
事
務
局 

•
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事(

総 

務
課
主
事)

木
村
祐
貴 

•
退
職(

7
月
M
日
付)

 

•
鈴
木
裕(

生
涯
学
習
部
長)

• 

渡
辺
良
行(

議
会
事
務
局
長)

• 

反
畑
正
博(

公
立
相
馬
総
合
病
院 

事
務
部
長)

•
戸
田
博(

相
馬
看 

護
専
門
学
校
事
務
長)

•
花
田
政 

志(

図
書
館
長)

•
鈴
木
重
晴(

出 

張
所
主
幹
•
山
上
出
張
所
長•

併 

任
山
上
公
民
館
長)

•
高
玉
洋
子 

(
愛
育
園
主
任
保
育
士) 

•
鈴
木 

み
ゆ
き(

観
光
物
産
課
主
査)

V 

折
笠
明
子(
下
水
道
課
主
査)

• 

管
野
勝
美(
保
健
セ
ン
タ
丨
主
任 

運
転
手)

•
後
藤
ト
ミ(

玉
野
小 

学
校
主
任
調
理
師) 

相
馬
方
部
衛
生
組
合 

•
事
務
部
長(

事
務
部
総
務
課 

長)

鈴
木
博
•
事
務
部
総
務
課
長 

(

相
馬
市
商
工
振
興
課
長)

横
山 

売
•
事
務
部
医
事
課
長(

事
務
部 

総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長(

事
務 

取
扱))

佐
藤
淳
之
•
ご
み
焼
却 

場
長
兼
事
務
局
総
務
課
施
設
管
理 

係
長
兼
衛
生
セ
ン
タ
丨
業
務
係
長 

兼
一
里
壇
斎
苑
所
長
補
佐
兼
一
里 

壇
斎
苑
業
務
係
長(

事
務
取
扱) 

兼
議
会
事
務
局
書
記(

事
務
局
総 

務
課
主
幹
兼
施
設
管
理
係
長
兼
衛 

生
セ
ン
タ
丨
業
務
係
長
兼
一
里
壇 

斎
苑
所
長
補
佐
兼
一
里
壇
斎
苑
業 

務
係
長(

事
務
取
扱)

兼
議
会
事 

務
局
書
記)

渡
辺
雅
秀
•
事
務
局 

総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長(

事
務 

取
扱)

兼
議
会
事
務
局
書
記(

事 

務
局
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
課
総 

務
係
長
兼
議
会
事
務
局
書
記)

小 

泉
孝
之
•
事
務
部
総
務
課
長
補
佐 

兼
総
務
係
長(

事
務
部
医
事
課
長 

補
佐)
吉
田
恭I 

•
ご
み
焼
却
場 

主
任
主
査
兼
ご
み
焼
却
場
業
務
係 

長(

ご
み
焼
却
場
業
務
係
長)

島 

武
士
•
看
護
部
副
看
護
部
長
兼
看 

護
師
長(

事
務
取
扱)

(
看
護
部 

看
護
師
長)

井
上
育
子 

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団 

•
事
務
局
長(

相
馬
市
教
育
委
員 

会
生
涯
学
習
課
長)

荒
政
明
•
総 

務
課
長(

相
馬
市
監
査
委
員
事
務 

局
長)

渡
部
昭I 

•
施
設
課
長•

工
務
係
長
事
務
取 

扱(

施
設
課
長
兼
給
水
係
長
事
務 

取
扱)

齊
藤
喜
則
•
施
設
課
主 

幹•

課
長
補
佐
兼
施
設
管
理
係 

長•

大
野
台
浄
水
場
事
務
取
扱(

施 

設
課
主
幹•

課
長
補
佐
兼
浄
水
場 

長
兼
工
務
係
長
事
務
取
扱)

佐
藤 

和
彦
•
総
務
課
主
任
主
査
兼
総
務 

係
長(

総
務
課
総
務
係
長)

中
川 

健1
1 

•
総
務
課
主
任
主
査
兼
財
政 

係
長(

総
務
課
財
政
係
長)

杉
本 

正
俊
•
総
務
課
主
任
主
査
兼
料
金 

係
長(

総
務
課
料
金
係
長)

荒
嘉 

久
•
施
設
課
主
任
主
査
兼
浄
水
係 

長(

施
設
課
浄
水
係
長)

鈴
木
智 

之
•
施
設
課
給
水
係
長(

総
務
課 

技
師)

目
黒
裕
宗
•
総
務
課
主
査 

(

人
事
交
流)

(

相
馬
市
健
康
福 

祉
課
主
査)

鈴
木
洋
平 

震
災
に
ょ
リ
損
害
を 

受
け
ら
れ
た
方 

国
民
年
金
保
険
料
免
除 

申
請
期
間
が
延
長 

震
災
に
よ
り
住
家
の
全
壊
• 

半
壊
な
ど
、
財
産
に
お
お
む
ね 

2
分
の
1
以
上
の
損
害
を
受
け 

ら
れ
た
方
は
、
ご
本
人
か
ら
の 

申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料 

の
全
額
免
除
を
受
け
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

震
災
に
よ
る
免
除
申
請•

学 

生
衲
付
特
例
申
請(

平
成
M
年 

2
月
分
か
ら)

は
、
申
請
期
間 

が
平
成
况
年
3
月
末
日
ま
で
と 

な
り
ま
し
た
。 

申
請
の
際
に
は
、
り
災
証
明 

書
の
写
し
、
ま
た
は
被
災
状
況 

届
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

※
被
災
状
況
届
用
紙
は
保
険
年 

金
課
に
あ
り
ま
す
。 

※
す
で
に
衲
付
し
た
保
険
料
が 

還
付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•
保
険
年
金
課
年
金
係(

a
m 

C
\
J

 
1
-
4 

1}
 

•
相
馬
年
金
事
務
所(

0
3
6
5 

1
7
2) 



•総繊維の繊維数濃度（単位：本/リットル） 

測定地点 測定値 

1.光陽地内 
(災害廃棄物集積場） 

1.20 

2.尾浜地内（加都屋交差点） 1.30 

3.岩子地内（消防屯所） 0.98 

4.新田地内 
(結城農機店前交差点） 

1.60 

5.磯部地内（堰場橋丁字路） 0.98 

6.光陽地内 
(ソフトボ

_

ル場） 
0.37 

測定地点 測定値 

7.細田地内 
(松ヶ江地下道交差点） 

0.37 

8.北飯渕地内（角田公園） 0.24 

9.中村地内 
(市役所分庁舎前） 

0.37 

10.曰下石地内 
(国道6号ロ一ソン前） 

0.49 

H23. 8.15広報そうま@ 

•
調
査
場
所 

被
災
地
区
や
住
宅
地
な
ど
、
市 

内
の
1
0
箇
所
で
測
定
。 

•
測
定
方
法 

環
境
省
作
成
の「

ア
ス
ベ
ス
ト 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル(

第 

4
.
0
版)」

に
準
拠
。 

參
調
査
項
目 

環
境
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊 

維
数
の
濃
度
。(

総
繊
維
数
を
計 

測
し
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
ア
ス 

ベ
ス
ト
を
同
定)

 

•
測
定
結
果 

全
て
の
測
定
箇
所
で
、
総
繊
維 

濃
度
が
、
敷
地
境
界
基
準
で
あ
る 

1
0
本\

リ
ッ
ト
ル(

大
気
汚
染
防 

止
法
施
行
規
則
第
比
条
の
2)

を 

下
回
つ
て
い
ま
す
。 

※
総
繊
維
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以 

外(

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
丨
な 

ど)

も
含
む
。 

着
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S 
リ
2
1
4
2)

 

市 
内 
の 
大 
気 
中 
T 
ス 
ベ 
ス 
卜 
：痒 
im 

度 
測 
定 
結 
果 

7
月
6
曰
に
市
が
実
施
し
た
市
内
の
大
気
中
ア
ス
ペ
ス
ト
濃
度
の
測
定 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

受
け
た
こ
と
が
あ
リ
ま
す
か
？ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

市
で
は
、
健
康
診
査
に
あ
わ
せ 

て
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス.

C
型
肝 

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
て
い 

ま
す
。 

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
、
分
か 

ら
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
肝
炎 

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
ぅ
。 

•
対
象 

©
昭
和
牝
年
4
月
ー
日〜

昭
和
4
7 

年
3
月
M
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
©
の
ぅ
ち
国
民
健
康
保
険
加
入 

者
に
は
、
9
月
1
日
付
で
お
知 

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。 

@
4
0
歳
以
上
の
方
で
、
こ
れ
ま
で 

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た 

こ
と
が
な
い
方 

•
申
込
方
法
検
査
を
希
望
す
る 

方
は
、
健
康
診
査
時
、
受
付
で
直 

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
以
前
に
検
診
や
病
院 

な
ど
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ 

る
方
は
、
こ
の
検
査
の
対
象
と
は 

な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
肝
臓
病
で
通
院
中(

経 

過
観
察
中
•
治
療
中)
の
方
も
こ 

の
検
査
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん 

の
で
通
院
継
続
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

•
検
査
内
容
血
液
検
査(

健
康 

診
査
の
血
液
検
査
時
に
あ
わ
せ
て 

採
血
し
ま
す) 

•
料
金P

円(

た
だ
し
T
O
歳
以 

上
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す) 

《

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
？》

 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、
肝
炎 

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
肝
臓
の
細 

胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
。
こ 

の
病
気
に
な
る
と
、
徐
々
に
肝
臓 

の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
き
、
つ
い 

に
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
至
る
こ 

と
も
あ
り
ま
す
。 

B
型
お
よ
び
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル 

ス
の
患
者
.
感
染
者
は
、
合
わ
せ 

て
3
o
o
万
人
を
超
し
て
い
る
と 

推
定
さ
れ
、
国
内
最
大
級
の
感
染 

症
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

《

肝
臟
の
ニ
ッ
ク
ネ—

ム
は「

沈 

黙
の
臓
器」

》
 

肝
炎
に
な
っ
て
も
、
肝
臓
は
な 

か
な
か
s
〇
s
を
出
し
ま
せ
ん
。 

「

体
が
だ
る
い」

と
気
付
く
こ
ろ 

に
は
、
か
な
り
の
重
症
に
な
っ
て 

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
も
大
丈
夫
。 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
検
査
で
分
か 

り
ま
す
！
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染 

し
て
い
て
も
、
適
切
な
健
康
管 

理
•
治
療
で
、
肝
炎
か
ら
肝
硬
変 

や
肝
が
ん
に
悪
化
す
る
の
を
予
防 

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

※
肝
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
、
肝
炎
ウ 

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る「

ウ 

イ
ル
ス
性
肝
炎」

で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ 

:
s
3
5
4
4
7
7)

 

各
地
区
巡
回
狂
犬
病
予
防 

注
射(

集
合
注
射)

は
中
止 

平
成
？3

年
度
の
各
地
区
巡
回
狂 

犬
病
予
防
注
射(

集
合
注
射)

は 

震
災
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
し
ま 

す
の
で
、
ま
だ
飼
犬
に
狂
犬
病
予 

防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
飼 

い
主
の
方
は
、
掛
か
り
付
け
の
動 

物
病
院
に
て
注
射
を
受
け
さ
せ
て 

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
す
で
に
相
馬
市
以
外
の 

動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
さ 

せ
た
方
で「

注
射
済
察」

の
交
付 

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
市
役
所 

で
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ 

r

 

o 

し 
ま
た
、
死
亡
し
た
犬
に
は
登
録 

抹
消
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
生 

活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

•
市
内
の
動
物
病
院 

•
田
代
動
物
病
院(

中
村
字
新
町 

4
0 

0
3
5
4
6
0
6)

 

•
た
ち
や
動
物
病
院(

小
泉
字 

古
同
池
4 
4 
8 

1
S
3
6
2
2
2 

9)
 

•
橋
本
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク(

中 

村
字
塚
田
1
4 

.
5 

S
把
4
8 

6
3
} 

•
樋
ロ
獣
医
科
医
院(

小
野
字
金 

谷
台
1
8
7 

6 

S 
^
2
4
3 

7)
 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
3)

 



福島海区漁業調整委員会委員選挙人 
名簿登載申請延期のお知らせ 

毎年9月1曰を基準に、福島海区漁業調整委 

員会委員の選挙人名簿を作成しておりますが、 

今年は次の理由により福島県選挙管理委員会が 

定める期日まで延期されます。 

『東日本大震災に伴う海区漁業調整委員会お 

よび農業委員会の委員の選挙の特例に関する法 

律』に基づき、福島県が「海区漁業調整委員会 

の選挙による委員の任期満了による選挙までは 

補欠選挙を行わない指定」を受けました。これ 

により、選挙人名簿登載の申請は、来年の任期 

満了による選挙の前に定められます。 

詳細は、後日広報紙でお知らせします。 

•問い合わせ先市選挙管理委員会事務局 

( 3 3 7 - 2 1 9 2 ) 

1回 8月24日（水） 健康 
妊娠中の生活 
妊婦体操（実技） 

2回 8月31日（水） 栄養 
妊娠中の栄養 
(調理実習） 

3回 9月7曰（水） 出産 
お産のすすみ方 
産後の生活 

4回 9月11曰（曰） 保育 
赤ちゃんの育児 
まとめ 

O広報そうまH23. 8.15 

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も 

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

ぅ
に
、
は
ぐ
く
み
教
室
を
開
催
し 

ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く 

交
流
し
、
学
び
あ
い
ま
し
よ
ぅ
。 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

.
場
所
保
健
セ
ン
タ
丨 

•
受
付
時
間
9
時
1
5
分〜

9
時 

2
/
7 

•
開
催
時
間
9
時
3
0
分〜

1
1
時 

4
5
分(

た
だ
し
、
2
回
目
の
み
1
3 

時
ま
で) 

•
受
講
料
無
料 

*
1
、
3
回
目
は
、
体
操
の
で
き 

る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

*
2
回
目
は
、
調
理
実
習
と
な
り 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

胸
部
検
診 

胸
部
に
は
、
肺
、
気
管
支
、
心 

臓
な
ど
の
臓
器
が
あ
り
ま
す
。
胸 

部
検
診
で
は
、
こ
れ
ら
の
臓
器
に 

で
き
る
病
気
を
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線 

写
真
に
よ
っ
て
検
査
し
ま
す
。
病 

気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
も
、 

検
診
は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
ぅ
。 

市
で
は
、§

歳
以
上
の
方
の
胸 

部
検
診
を
9
月
2
6
日(

月)
〜

川 

月
2
1
日(

金)

ま
で
実
施
し
ま
す
。 

受
診
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン 

タ
丨
へ
電
話
ま
た
は
来
所
し
、
お 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

詳
_
は
、
広
報
そ
う
ま
9
月
1 

日
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 

※
た
だ
し
、
次
の
®〜

®
に
該
当 

す
る
方
に
は
、
個
人
通
知
を
し 

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
不
要 

で
す
。 

0

国
保
特
定
健
康
診
査
の
該
当
者 

(
!
)
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
該
当 

者 (
3
)
生
活
機
能
検
査
の
該
当
者 

@
平
成
2
3
年
4
月
1
日
現
在
4
0 

歳
.
6
0
歳
の
方 

※
次
の
よ
ぅ
な
症
状
の
あ
る
方
は
、 

検
診
を
ま
た
ず
に
早
め
に
医
療 

機
関
を
受
診
し
ま
し
よ
ぅ
。 

•
た
ん
に
血
が
混
じ
る
•
せ
き
や 

微
熱
が
ー
力
月
以
上
続
く
•
長
期 

間
、
胸
に
痛
み
が
あ
る 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ
ー(

a
把
4
4
7
7)

 

ま
す
の
で
エ
プ
ロ
ン
を
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
ご
家
族
も
一
緒
に
ご
参
加
く
だ 

さ
い
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン 

タ
丨
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 

開
催
曰
が
日
曜
の
場
合
、
都
合 

で
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

の
で
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
丨
へ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

次
回
の
は
ぐ
く
み
教
室
は
、
U 

月
コ—

ス
で
す
。
詳
し
く
は
、s

 

月
1
5
日
号
広
報
紙
掲
載
予
定
で
す
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ—

 
(

S
3
5
4
4
7
7)

 

下
水
道
資
格
認
定
試
験 

お
よ
び
受
験
講
習
会
実
施 

(

財)

福
島
県
下
水
道
公
社
で 

は
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任 

技
術
者
資
格
認
定
試
験
お
よ
び
受 

験
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

試
験
案
内
書
、
申
込
書
な
ど
は 

市
役
所
2
階
の
下
水
道
課
に
備
え 

て
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験
希
望
者 

は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【

下
水
道
排
水
設
備
エ
畫
貝
任 

技
術
者
資
格
認
定
試
験】

 

_
日
時
川
月
別
日(

日)
 

•
人
室
卩
1
2
時
3
0
分
>
試
験
=
1
3 

時
3
0
分〜

1
5
時
3
0
分 

•
場
所
日
本
大
学
工
学
部(

郡 

山
市
田
村
町
徳
定
字
中
河
原
1)

 

春
受
験
手
数
料 

3
、
O
O
O
H 

(

郵
便
払
込
用
紙
に
て
支
払
い)

 

※
受
験
資
格
な
ど
は
、
受
験
案
内 

書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

【

受
験
講
習
会(

希
望
者
対
象)】

 

•
日
時
川
月
ー
日(

土)
 

I 
〇 

•
受
付=

9
時
加
分
•
講
義=

1 

時〜

1
5
時 

•
場
所
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海 

「

大
会
議
室」

(

郡
山
市
熱
海
町 

熱
海
2 
丁
目
1
4
8
, 

2)
 

參
受
講
料
3
、
o
o
o
円(

郵 

便
払
込
用
紙
に
て
支
払
い) 

•
申
込
期
限
9
月
2
曰
ま
で 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
下
水 

道
課
維
持
係(

S
3
7
2
1
6
6)

 

は 
ぐ 
< 
み 
教 
室 
開 
催 



相馬市職員を募集します 

市では、職員（大学卒業程度）採用候補者試験を行います。 

現在受験申込を受付中です。 

書受付期間•場所 

• 期 間 9 月 9 日 （ 金 ） ま で 

8時3 0分〜1 7時1 5分（土日祝祭日を除く） 

※郵送の場合は、同日必着 

•場所市役所総務課職員係（市役所3階） 

•募集職種など 

® — 般 行 政 ： 若 干 名 

® 土木技術：若干名 

@ 建 築 技 術 ： 若 干 名 

•試験曰•会場 

• 一 次 試 験 9 月 2 5 日 （ 日 ） 

相馬市総合福祉センター「はまなす館」 

•二次試験1 0月下旬実施予定 

參受験資格 

昭和51年4月2曰以降に生まれた方で、大学（短 

犬を除く）以上を卒業または平成24年3月までに 

卒業見込みの方 

•受験申込書 

市役所総務課と市民課の窓口•図書館窓口で配布 

中です。 

市のホ一ムぺ一ジからダウンロー ドもできるほか、 

郵送による請求も可能です。 

※詳しくは、8月1日号「広報そうま」または市ホー 

ムページをご覧いただくか、電話でお問い合わせ 

ください。 

•問い合わせ先総務課職員係（25 37-2116) 

H23. 8.15広報そうま© 

募集！第10回福島県障がい者技能競技大会 

(ふくしまアビリンピック2 0 1 1 )参加選手 

開催日時 

1 1月1 2日（土） 9時〜 1 6時 

会場 

ポリテクセンター福島（福島市三河北町7-14) 

競技種目名（参加対象） 

•ワ一プロ（身体•精神）•パソコンデ一タ入力（知的） 

•縫製（知的）•紙製品再利用（知的）•喫茶サービス 

(知的•精神） 

申し込み期限8月 2 6曰（金） 

※申し込み順に受付し、定員になりしだい締め切らせ 

ていただきます。 

問い合わせ先 

福島県障がい者技能競技大会事務局 

(福島高齢•障害者雇用支援センター内) 

3 0 2 4 - 5 2 4 - 2 7 3 1 

ホ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
募
集 

し
て
い
ま
す
！ 

N
P
O
法
人
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
そ 

う
ま
で
は
、
市
が
福
祉
政
策
と
し 

て
掲
げ
て
い
る
、一

人
暮
ら
し
の 

高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る「

声
か 

け
訪
問
サ
丨
ビ
ス」

と「

配
食 

サ
丨
ビ
ス
事
業」

を
推
進
す
る
た 

め
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を 

募
集
し
て
い
ま
す
。 

•
声
か
け
訪
問
サ—

ビ
ス 

各
地
域
の
ひ
ま
わ
り
会
で
活
動 

で
き
る
方 

•
配
食
サ
丨
ビ
ス
事
業 

「

報
徳
弁
当」

の
調
理
ま
た
は 

配
達
を
で
き
る
方 

※
自
分
の
都
合
の
い
い
日
に
、
月 

数
回
程
度
、
簡
単
な
調
理
や
弁 

当
配
達
を
行
う
も
の
で
す
。 

•
場
所
道
の
駅
そ
う
ま「

体
験 

実
習
館
調
理
室」

 
•
時
間
調
理
=
9
時
如
分〜

U 

時
、
配
達
卩
1
1
時〜

1
2
時
位 

•
募
集
締
切
8
月
末
曰 

•
連
絡
•
問
い
合
わ
せ
先
N
P 

〇
法
人
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
そ
う
ま 

立
谷
字
立
谷
4
6
7
道
の
駅
そ 

う
ま「

体
験
実
習
館」
内(

S 

洲
3
8
8
0
、
F
A
X
2
6
3
6 

4
0)

V
E 
メ 
I
ルl

i
f
e
n
e
t
®
 

bcr.soma.or.j-o
 



まちづ出前講座を一部再開します 

現&休止しております「まちづくり出前講座」について、 

ボランティア市民講師による講座のみ再開いたしますので、 

ご活用ください。 

なお、市職員および関係機関の職員による講座は東日本犬 

震災への対応などのため、当分の間休止を継続いたします。 

皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、再開までもうしば 

らくお待ちください。 

また、ボランティア市民講師の中には、遠方へ一時避難さ 

れている方もおり、日程などのご要望にお応えできないこと 

もあります。あらかじめご了承ください。 

Sv
rcr 

生 涯 学 習 課 （ S 3 7 - 2 1 8 7 ) 

出前講座メニュー 

講座名 内容 担当 対象 開催時間 備考 

心と体の体力•気力 
アップ講座 

呼吸法とツボ押し、ストレッチで心 
と体をケアするコツを教えます 

井 上 佳 香 小学生以上 60分 気軽な服装 

ふれあい講座 
つらい体験を分かち合って、気持ち 
を安らぐように導いていく講座です 

井 上 佳 香 どなたでも 約60分 

相馬の名所旧跡 
(歴史ばなし） 

相馬市内の歴史的建造物や名所など 
昔から伝わる歴史の解説と講言舍 

伊 東 康 夫 小学生以上 約60分 筆記用具を用意 

曰本に最初に伝来し 
た本格派「終南門正 
宗太極拳」の出前演 
舞 

蒋介石の命により文化特使として来 
曰した人間国宝、王樹金老師の伝え 
た太極拳、形意拳の演舞。解説つき 

沼 崎 幸 彦 
見るだけなので 
どなたでも 

60〜90分 

音楽用にMDまたは 
力セツ卜のラジカセ 
(無ければ持参しま 

す） 

氣をパワーアップす 
る不老長寿健康講座 

氣の宇宙論と太極拳、宇宙医学から 
みた氣功の原理、健康の土台となる 
風水など、氣の健康法を面白く解説 

沼 崎 幸 彦 
ふしぎな話の 
お好きなかた 

60〜90分 

音楽用にMDまたは 
力セツ卜のラジカセ 
(無ければ持参しま 

す） 

自分でできる美肌づ 
くりのコツとマッ 
サージ 

簡単な皮膚理論から毎日の肌のお手 
入れをその道20年のセラピス卜が 
伝授 

相馬エタルニテ 
佐藤ひろみ 

18歳以上 6 0〜90分 

素肌で来てください 
顔用マッサージク 
リーム、ベビーオイ 

ル、ハンドタ才ルを 
準備 

メイクアップ講座 

はじめてメイクする方、高校生や 
〇Lの方、お年寄りには若返りの元 
にも。自分の魅力を引き出したい方 
へも 

相馬エタルニテ 
佐藤ひろみ 

18歳以上 
素肌で来てください 

60〜90分|自分のメイク道具を 
1準備 

誰でも出来る！ 
ビューテイアップ法 

美しく健康な肌へと導くボイン卜を 
スキンケアからメイクまで分かりや 
すくお伝えします 

横 山 法 子 小学生以上 
1フェイスタオル、へ 

60〜90分アピン、ブラシを準 
1備 

ココロとカラダの 
健康づくり 

植物の香リの心地良い空間の中で心 
と体を癒し、健康へ導くストレッチ 
やマッサ一ジなどをお伝えします 

横 山 法 子 小学生以上 60〜90分 動きやすい服、フエ 
イスタオルを準備 

環境問題が… 
身近になるお話 

誰もが使う日用品や化粧品が私たち 
の地球環境や健康にどう影響するの 
かを実験などを通して伝えます 

横 山 法 子 小学生以上 45〜60分 

地デジについて 
学んでみよう！ 

地上デジタルテレビの特徴、使われ 
ている技術などを従来のアナログテ 
レビと比較してやさしく解説します 

中 田 稔 
(家電アドバイザ一） 

小学5年生 
以上 

4 5〜6 0分 
特に中学生•高校生 
におすすめ 
〈新規登録〉 

薬の知識と 
正しい使い方 

健康な生活を送るための、正しい薬 
の知識を分かリやすくお話しします 

丸山ぎ四郎 どなたでも 6 0〜9 0分 〈新規登録〉 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 8.15 
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今年の新春交流パーティ一の様子 

H23. 8.15広報そうまOi 

第44回相馬市発明展開催 

市民の皆さんのアイディアに富んだ発明品を展示 

いたします。入場は無料です。 

たくさんの方のご来場をお待ちしておリます。 

着展示期間9月 2日（金）〜9月 5日（月） 

着展示時間 9時〜 1 6時（ 9月 5曰は 1 3時まで） 

書展示会場コミュニティセンター 

(中村字北町5 5 -1)：； 

泰展不作品一般の部および児童•生徒の部 

春問い合わせ先 

商工振興課商工労政係 ( S 37-2154) 

2
丑
ハ
済
事
業 

会
員
に
お
祝
い
事
や
お
見
舞
い 

事
が
あ
っ
た
場
合
に
、
共
済
給
付 

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

•
例=

会
員
の
子
が
小•

中
学
校 

に
人
学
し
た
場
合
、
祝
い
金
1
0
、 

o
o
o
円
を
給
付 

•
会
費
な
ど 

•
人
会
金
ー
、
o
o
o
円 

•
会
費
6 
0 
0
円(

月
額)

 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬 

市
勤
労
者
互
助
会
事
務
局(

商
工 

振
興
課
商
工
労
政
係)

(

S
m
2 

1
5 

4 

F
A
X
3
7
2
2
5
1)

 

「

リ
災
証
明
書」

を
発
行 

し
て
い
ま
す 

市
で
は
、
今
回
の
地
震
に
関
す 

る「

り
災
証
明
書」

を
発
行
し
ま
す
。 

「

り
災
証
明
書」

は
復
旧
の
た 

め
に
融
資
を
受
け
る
方
や
、
大
学 

な
ど
の
各
種
手
続
き
に
必
要
と
な 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
地
震
保
険
の
請
求(

調 

査
員
が
直
接
調
査
を
行
い
ま
す)

、 

自
動
車
の
廃
車
、
金
融
機
閲
で
の 

通
帳
の
再
発
行
に
は
必
要
あ
り
ま 

せ
ん
。 

•
対
象
者
東
日
本
大
震
災
で
住 

宅
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
方 

•
受
付
時
間
8
時
如
分〜

n
時 

•
受
付
場
所
総
務
課
カ
ウ
ン 

タ
丨(

市
役
所
3
階)

 

※
原
則
後
日
発
行
と
な
り
ま
す
。 

•
申
請
時
に
必
要
な
も
の 

地
震
に
よ
る
被
害
の
場
合
、
内 

容
が
確
認
で
き
る
写
真
な
ど 

※
現
像
ま
た
は
印
刷
し
た
も
の
。 

受
付
で
は
写
真
の
印
刷
は
で
き 

ま
せ
ん
。 

※
津
波
に
よ
り
家
屋
が
流
出
し
た 

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
様
式
は
、
市
ホ
I
ム
ぺ
丨
ジ
か 

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ 
j
ド
で
き
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
災
害
対
策 

本
部(

S
M
2
1
2
1)

 

相
馬
市
勤
労
者
互
助
会
は
、
中 

小
企
業
で
働
く
方
の
福
祉
の
向
上 

と
事
業
所
の
発
展
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体 

で
す
。 

レ
ク
リ
エ
丨
シ
ョ
ン
事
業
や
共 

済
事
業
と
い
つ
た
、
個
々
の
事
業 

所
で
は
難
し
い
福
利
厚
生
事
業
を 

行
つ
て
い
ま
す
。 

会
員
数
は
、
8
月
ー
日
現
在
2
6
5 

名
で
す
。 

加
入
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付 

け
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務 

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

•
対
象
者 

•
市
内
事
業
所
勤
務
の
パ
丨
ト•

 

正
社
員
の
方
お
よ
び
事
業
主
の
方 

•
市
外
事
業
所
勤
務
の
相
馬
市
在 

住
の
パ
ー
ト•

正
社
員
の
方
お
よ 

び
事
業
主
の
方 

※
た
だ
し
、
勤
務
先
に
労
働
組
合 

の
あ
る
方
や
臨
時
従
業
員
の
方 

は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。 

【

事
業
内
容】

 

©
レ
ク
リ
エ—

シ
ョ
ン
事
業 

新
春
交
流
パ
ー
テ
ィ
丨
や
会
報 

の
発
行
な
ど
、
会
員
同
士
の
親
睦 

と
交
流
を
探
め
る
た
め
の
レ
ク
リ 

ェ
丨
シ
ヨ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

l
i
l
l 
n
f
f
l 

「

被
災
証
明
書」

を
発
行
し
て
い
ま
す 

平
成
M
年
3
月
1
1
日
に
相
馬
市 

に
居
住
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ 

り
家
屋
の
損
壊
、
家
電
製
品
や
家 

具
な
ど
の
被
害
、
断
水
、
停
電 

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
方
に
対 

し
、
高
速
道
路
の
利
用
を
目
的
と 

す
る
被
災
証
明
書
を
発
行
し
て
い 

ま
す
。 

な
お
、
既
に
り
災
証
明
書
を
受 

け
取
っ
た
方
は
、
り
災
証
明
書
で 

高
速
道
路
を
無
償
で
利
用
で
き
ま 

す
の
で
、
被
災
証
明
書
は
必
要
あ 

り
ま
せ
ん
。 

參
対
象
者
平
成
m
年
3
月
U
日 

に
相
馬
市
に
居
住
し
、
被
害
を
受 

け
た
方 

參
受
付
時
間
8
時
3
0
分〜

1
7
時 

•
受
付
場
所
総
務
課
カ
ウ
ン 

タ
丨(

市
役
所
3
階)

 

•
確
認
書
類
免
許
証
、
保
険
証 

な
ど
相
馬
市
に
居
住
し
て
い
た
こ 

と
が
分
か
る
も
の 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
災
害
対
策 

本
部(

§
3
3
7
2
1
2 
1)
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平成23年度自衛官募集 

防衛省•自衛隊では平成23年度自衛官採用試験を下記のとおり行います。 

試験種目 航空学生 -般曹イ_生 自衛官候補生（男子） 自衛官候補生（女子） 

受付期間 8月1日（月）〜9月9日（金）（線切日必着） 

応募資格 
18歳以上21歳未満 

(高卒または卒業見込み） 
18歳以上2 7歳未満 

一次試験など 9月2 3日（金） 
(筆記試験） 

9月17日（土） 「午前」 
(筆記試験） 

9月17日（土） 「午後」 
(筆記試験） 

9月下旬別示 
ロ術試験•身体検査 

9月25曰（曰） 
(学科試験） 
9月下旬別示 

口述試験•身体検査 

採用 
予定数 

陸上 
自衛隊 

男子 
女子 

約2, 8 9〇名 
約 1 1 0 名 

平成2 2年度採用程度 

約5 0 0名 

採用 
予定数 

海上 
自衛隊 

約7 0名 
(うち女子若干名） 

男子 
女子 

約 4 3〇名 
約 1 8 0名 

平成2 2年度採用程度 約12〇名 
採用 
予定数 

航空 
自衛隊 

約7 0名 
(うち女子若干名） 

男子 
女子 

約 7 2 0名 
約 8 0名 

平成2 2年度採用程度 

約 5 〇 名 

•問い合わせ先 

自衛隊福島地方協力本部相双地域事務所 

〒97 5 - 0 0 3 3南相馬市原町区高見町1丁目14 2 - 2 

O • F A X 2 3 - 4 7 1 2 ) 

原発事故損害賠償についての 
説明会を開催します 

•開催日 

畚 時 間 

• 場 所 

暴 主 催 

8 月 2 8曰（曰） 

® 1 0 時 〜 

© 1 4 時 〜 （ 予 定 ） 

総合福祉センター「はまなす館」 

多目的ホール 

福島県弁護士会 

※時間帯が変更になる場合があります。 

詳細は、福島県弁護士会相馬支部にお問い合わ 

せください。 

•問い合わせ先 

福島県弁護士会相馬支部（ S 36-4789) 

無
料
法
律
相
談
会
の 

ご
案
内 

(

財)

福
島
県
民
共
済
会
主
催 

の
無
料
法
律
相
談
会
が
開
催
さ
れ 

ま
す
。 

あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
法
律
問 

題
を
経
験
豊
富
な
弁
護
士
が
解
決 

に
導
き
ま
す
。
ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に 

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
9
月
6
日(

火)
 

•
場
所
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

タ
丨 

•
相
談
時
間
帯2

時〜

巧
時 

•
相
談
受
付
相
談
を
希
望
さ
れ 

る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
お
電 

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
地
区
外 

の
方
も
受
け
付
け
ま
す
。 

•
受
付
時
間
月〜

金•

 
8
時
3
0 

分〜

1
7
時 

※
相
談
時
間
は
如
分
以
内
で
す
。 

※
な
る
ベ
く
当
事
者
本
人
が
ご
相 

談
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
市
勤
労 

者
互
助
会
事
務
局(

市
商
工
振
興 

課)
(

s
"
2
1
5
4)

 

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談 

•
生
活
再
建
等
相
談 

県
で
は
、
弁
護
士 

•

司
法
書
士 

に
よ
る
法
律
相
談
お
よ
び
F
P 

つ
※)

に
よ
る
生
活
再
建
等
相
談 

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

※
F 
P 

(

フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ 

ラ
ン
ナ
^“

)

と
は
、
金
融
•
保 

険
等
生
活
設
計
の
ス
ペ
シ
ャ
リ 

ス
ト
で
す
。 

•
法
律
相
談 

•
平
日
H
毎
週
月•

木
曜
日 

1
3
時〜

1
7
時
来
所(

要
予
約)

 

お
よ
び
電
話 

•
休
日
卩
毎
月
第
4
日
曜
日 

1
0
時〜

1
5
時
来
所(

要
予
約)

 

の
み 

• 
F
P
相
談 

•
毎
月
第
4
木
曜
日 

1
3
時〜

"
時
来
所(

要
予
約)

 

お
よ
び
電
話 

•
予
約
•
問
い
合
わ
せ
先
県
消 

費
生
活
セ
ン
タ
丨
相
談
電
話(

S 

〇
2
4 

1
5 

2 

1 

o 

9 

9 

9
W 

無
料
法
律
相
談
の 

ご
案
内 

9
月
2
日(

金)

1
3
時〜

1
6
時
、 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨
で
。 

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
市 

社
会
福
祉
協
議
会(

0
3
6
5 
0 
3 

3)

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
予
約
は
8
月2

日(

木)
 

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 



9月定例教育委員会開催 

傍聴を希望する方は、事前にお問い 

合わせください。 

• 日 時 9 月 6 日 （ 火 ） 1 3 時 3 0 分 

參場所中央公民館 

參問い合わせ先 

教育部総務課（S 3 7 — 2 1 8 3 ) 

《9月の健診•相談会など》 会場保健センター（S 35-4477) 

実施日 受付時間 事 業 名 対 象 児 

9月 2日（金） 12 ： 30 〜13 ： 00 9〜10か月児健診 平成2 2年11月生まれ 

9月 8曰（木） 13 ： 0〇〜13 ： 30 1歳6か月児健診 平成 2 2 年 2月生まれ 

9月 9曰（金） 12 ：15 〜12 ： 45 3〜4か月児健診•BCG接種 平成 2 3 年 5月生まれ 

9月13日（火） 9 ：15 ~ 9 ： 40 1歳児むし歯予防教室 平成 2 2 年 7月生まれ 

9月15日（木） 13 ：〇〇〜13 ： 30 3歳児健診 平成2 0 年 5 月 生 ま れ 

9月16日（金） 13 ： 30 〜16 ： 30 言語相談会※ 就学前の幼児（予約制） 

9月20曰（火） 9 ：15 〜 9 ： 45 育児相談会 希望者（乳幼児） 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます。 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

•申込•問い合わせ先保健センター（ S 35-4477) 

休日当番医 

8月21曰（曰） 柏 村 内 科 胃 腸 科 : 中 村 ニ 丁 目 36-6636 

8月28日（日） 羽 根 田 医 院 | 沖 ノ 内 ニ 丁 目 35-2970 

9月4曰（曰） 相 馬 中 央 病 院 ： 沖 ノ 内 三 丁 目 | 36-6611 

9月11曰（曰） 杉 本 医 院 ！ 小 泉 字 高 池 | 36-3650 

※診療時間は9:00 ~16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相馬中央病院（S 36-6611) 

休日歯科当番医 

8月15曰（月） 佐 藤 歯 科 医 院 ' 中 村 字 新 町 36-0707 

8月16日（火〉 篠 山 歯 科 医 院 j 沖 ノ 内 ニ 丁 目 36-1622 

8月21曰（曰） 新開歯科医院：中村字宇多川町 36-3214 

8月28日（日） 原 田 歯 科 医 院 中村字北町 35-2557 

9月4曰（曰） ヒ ロ シ 歯 科 ク リ ニ ッ ク 中村字塚田 35-0567 

9月11日（日） 門 馬 歯 科 医 院 中村字北町 36-4182 

※診療時間は9:00〜16:00 

• 7月の3歳児健診でむし歯のなかったお子さんは、 

2•名でした。 

坂本 さん # 野 大陸さん 
の 

碧空さん mi 編4さん 

佐—# i空さん 
ぉぉっか 

fc少さん 菊地 mさん iMS さん 

た ま の 

さん 
みゃr^i 

.為さん 
みゃ上 

W さ ん 
ま弋Jrた 

煌さん 

齊藤 i fさん & 
はるたか_ ノ あ ベ じ ゆ ん た ろ う 

安部純太朗さん 
もんま ぁ汽ね」 

い か ら し リ リ 

五十嵐里梨さん 
えひはら 

義矣さん 
わたのベ 

渡部 
ゆ ラ ま 

裕真さん 経さん 

みんな素晴らしいね、むし歯ぜロ、歯磨き頑張ろう！ 

「思いやり人も車も自転車も」 

相馬市内の交通事故発生状況 

発生件数 死者数 傷者数 

平 成 2 3 年 

7 月 
18 0 27 

累 計 

( 1 月 ~) 
97 0 118 

前 年 

同 月 比 
-23 0 -47 

献 血 に ご 協 力 を 

月 曰 時 間 場 所 

9月4曰（曰） 

10 ： 00 〜13 ： 00 
エイトタウン相馬 9月4曰（曰） 

14 ： 00 〜16 ： 30 
エイトタウン相馬 

回姑^：!回編集と発行；相馬市情報麟課〒976"8601相馬市中村字大手先13 TEL0244-37-2117 FAX0244-35-4196 

ホ一ムページ http://www.citv.soma.fukushima.jp/ Eメ-ル info@city.soma.fukushima.jp H 2 3 . 8 . 1 5 広 報 そ う ま 迅 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で 

も
構
い
ま
せ
ん
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日
.
；
^
時〜

1
8
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
ー 

会
議
室(

2
階)

 

畚
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
•
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会
•
行
政
書
士 

会
.
土
地
家
屋
調
査
士
会
.
税
理 

士
会)

•
福
島
県
社
会
保
険
労
務 

士
会 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

S
3
7
2
2
0
6)
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